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花と緑に包まれた しあわせ暮らし
信州花フェスタ 2019 のテーマは、「北アルプスの麓から広がる　花と
緑に包まれた　しあわせ暮らし」。地域の花を愛で、育んでいる皆さん
に話を聞きました。
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取
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日
頃
、
校
内
の
花
壇
管
理
に
取
り
組
ん
で
い

る
環
境
委
員
長
の
髙
橋
灯あ

か
りさ
ん
は
「
見
て
く

れ
た
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が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
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に
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を
植
え
た

い
」
と
話
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副
委
員
長
の
髙
橋
春ひ

よ

り依

さ
ん
は
「
植
え
た
私
た
ち
も
笑
顔
に
な
れ
る
と

思
う
」
と
、
花
に
よ
っ
て
笑
顔
の
輪
が
広
が
る

こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

市
内
の
郵
便
局
で
は
、
花
フ
ェ
ス
タ
期
間

中
に
花
を
植
え
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
お
出
迎

え
し
て
い
ま
す
。
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科
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は
、
も
と
も
と
噴
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あ
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た
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物
東
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に
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０
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を
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し
、
手
作
り
の
庭
園
を
造
っ
て
い
ま
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間
中
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
し
て
い
る
と
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と
で
、
営
業
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間
外
で
も
楽
し
め
ま
す
。
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ボ
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ン
テ
ィ
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と
し
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参
加
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て
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る
望
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寛
さ
ん
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曇
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で
全
国
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な
フ
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ア
が
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と
い
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一
緒
に
盛
り
上
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
い
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加
し

た
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花
フ
ェ
ス
タ
が
終
わ
っ
て
も
こ
う
い
っ

た
緑
化
活
動
を
続
け
ら
れ
れ
ば
い
い
と
思

う
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
４
年
に
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成
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れ
た
穂
高
川
河
川
愛

護
会
で
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
早
春
賦
ま
つ

り
に
合
わ
せ
て
、
会
場
周
辺
の
美
化
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
穂
高
川
の
ご
み
拾
い

や
堤
防
の
草
刈
り
、
桜
の
手
入
れ
は
も
ち
ろ

ん
、
花
を
植
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
置
き
、
会

場
に
色
を
添
え
ま
す
。

会
長
の
布
野
赳

た
け
し
さ
ん
は
、「
都
会
か
ら
来

る
人
た
ち
は
、
北
ア
ル
プ
ス
を
背
景
に
ゆ
る

や
か
に
流
れ
る
川
の
景
観
が
好
き
で
、
毎
年

こ
こ
に
帰
っ
て
き
た
く
な
る
と
言
っ
て
く
れ

た
。
春
の
安
曇
野
を
代
表
す
る
こ
の
場
所
の

景
観
を
美
し
く
保
て
る
よ
う
、
桜
や
色
と
り

ど
り
の
花
を
植
え
、
い
つ
ま
で
も
ま
た
来
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

話
し
ま
す
。

安
曇
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
発
足

以
来
「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
続
け

て
い
ま
す
。
地
区
ご
と
公
民
館
の
近
く
な
ど

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
花
壇
を
作
り
、
そ
れ
を
審
査

員
が
審
査
し
ま
す
。
審
査
基
準
は
花
の
種
類

と
出
来
具
合
、
花
壇
の
規
模
、
群
生
の
色
の

配
合
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

副
会
長
で
審
査
員
も
務
め
る
澤
栁
伸し

ん

さ
ん

は
「
毎
年
や
っ
て
い
る
う
ち
に
コ
ツ
が
わ
か

っ
て
き
て
年
々
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て
い

る
。
最
近
で
は
、
草
花
の
上
手
い
育
て
方
を

知
り
た
い
か
ら
老
連
に
入
る
と
い
う
人
も
出

て
き
た
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
地
域
ご
と
に
花
壇
に
特
色
が
あ
り
、
そ

れ
を
見
る
の
も
楽
し
い
と
言
い
ま
す
。

花
づ
く
り
が
交
流
の
原
点
だ
と
い
う
会
長

の
藤
岡
嘉
よ
み
す
さ
ん
は
、「
安
曇
野
市
と
い
え
ば

田
園
と
北
ア
ル
プ
ス
で
有
名
だ
が
、
そ
こ
に

い
っ
ぱ
い
の
花
を
添
え
て
さ
ら
に
素
晴
ら
し

い
安
曇
野
に
し
て
い
き
た
い
」
と
夢
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
花
と
緑
の
交
流
が
地
域
に

根
づ
い
て
い
ま
す
。

豊科北小学校児童会の環境委員長・髙橋灯さん（左）
副委員長の髙橋春依さん（右）

豊科郵便局で花を植える濱佳代さん（左）と
望月隆寛さん（右）

会長の布野赳さん。左後ろに写っ
ているのは、木製のプランター。

［花に囲まれた早春賦まつり］　穂高川
河川愛護会の花づくりによって、安曇野
の春を代表するイベントになりました。

［老人クラブの花づくり］　公民館の近くなどに
地区ごと独自の花壇を作って市内の緑化に取り
組んでいます。写真：三郷中萱長寿会の花壇

会長の藤岡嘉さん（右）と
副会長の澤栁伸さん（左）

［豊科北小児童の植栽活動］　10 年以上
続く植栽活動。平成 27 年度からは長野
県安曇野庁舎の花壇づくりも行っています。

田園と北アルプスに
花を添えたい

安曇野を緑と花で彩ろう

信 州花フェスタ 2019 ～北アルプスの贈りもの～の市内会場整備にあたっては、市内外の多くの
皆さまのご協力をいただいています。市内認定こども園等に通う未就学児とその家族、小学生、

中学生、高校生をはじめ、花や緑に関わる活動をされている皆さんや愛好家の皆さん、花フェスタ
に関わりたいと手を挙げてくれたボランティアの皆さんなどと一緒に事業を進めています。こうし
た主体的な取り組みのおかげで、市内では例年にも増して花や緑を目にする機会が増えました。

今回の花フェスタのレガシー（遺産）を次世代まで引き継ぐとともに、花や緑にあふれるまちづ
くりの更なる普及に向けたきっかけとなるよう、継続的に取り組んでいきます。

問信州花フェスタ安曇野市実行委員会事務局（安曇野市都市計画課）　471・２２４９


